
 

 

 

 

 

八戸工業大学第二高等学校 
 

「激動の時代を青森県でいかに生きるか！？ 

～一次産業青森ビッグバン～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに集合写真を入れる 



まずはこちらをご覧ください。これはア

ップルパイです。このアップルパイがどの

ようにして作られたのか、動画を作ってき

たので、それをご覧ください。

～動画放映～ 

この動画のように、私たちが手作りした

のはこのアップルパイです。よかったら誰

か召し上がっていただけませんか。ありが

とうございます。

皆さんの中では、この青森県産のリンゴ

を使ったアップルパイで地域活性化を考え

ているかも、と思った方もいらっしゃるか

もしれませんが、少し違います。その違いを

今から説明します。（１）

まずはアクション名です。（２） 

その名も「一次産業  青森ビッグバ

ン！！」です。（３）

ビッグバンは、元々宇宙の始まりを意味

していますが、私たちが意識したのは金融

ビッグバンなどで使われる新しい試みや、

今までやったことのない取り組みです。こ

の青森ビッグバンは一次産業のＰＲとして

のアクションです。（４）
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アクションの背景です。（５） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
アクションを考える上で、私たちは様々

な地域、職業の方々とワークショップを行

いました。そして大人の方々に意見を聞い

てきました。それに共通していたのは、青森

には美味しいものがたくさんある、つまり

一次産業が盛んということでした。（６） 
  
 
 
 
 

こちらのデータを見てください。少し古

いものもありますが、青森県は全国的に見

ても一次産業が盛んであることが分かりま

す。（７） 
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しかし、一次産業の就業人口は年々減っ

てきています。（８）（９） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらにＴＰＰの発効により安い農産物が

日本にもっと入って来ることが予測されま

す。そうなると青森県の農産物が外国産の

安い農産物に負けてしまう危険性がありま

す。そうなれば、青森県の一次産業はどんど

ん衰退していきます。（10） 
 

 

 

 

しかし、これは逆にチャンスと捉えるこ

とはできないでしょうか。青森県の産業を

見直すチャンスです。まず青森県の第一次

産業の人口が減っていることの原因の１つ

として、若者が青森県の一次産業を知らな

いということが挙げられると思います。実

際、私たちも青森県の一次産品と言えば、り

んごやにんにく、マグロなどしか思いつか

ず、他にも大根や洋なしなどの生産量が多

いことは全く知りませんでした。（11）（12）
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そこで、まず私たち青森県民が地元の特

産品について知る、そして農家や漁師の皆

様の苦労を知る。そうすることで青森県に

対して誇りを持つということが大切である

と考えました。（13）

そうすれば、もし将来的に海外の安い生

産物が入ってきても、誇りを持って青森県

産品を選ぶことができる。それに、もし将

来、県外に出た場合も、青森県産品を選ぶよ

うになってくれると考えました。（14） 

そこで私たちが提案するのは、「高校生向

け一次産業ＰＲアクション」です。（15） 

次はアクションの目的です。（16）
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このアクションでは、青森県産品を県民

が守るという気持ちを持ち、県民自ら県産

品を選ぶことを目的にします。（17）（18）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長い目で見れば、一次産業従事者の増加

につながるかもしれません。（19） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

アクションの詳しい内容です。（20） 
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私たちが参考にしたのはＮＧＯ法人ＡＣ

Ｅが行っている活動です。彼らはガーナの

カカオ農場の児童労働者を守る活動をして

います。ガーナはカカオの生産が盛んで、日

本にもたくさん輸出されています。しかし、

カカオ農場では多くの児童労働者たちが学

校にも行けずに安い賃金で働かされていま

す。その現状を多くの人に知ってもらうた

め、ドキュメンタリー映画「バレンタイン一

揆」を作成しました。映画を観る前と観た後

にチョコレートを食べてもらって、味がど

のように変化したのか、また子どもたちの

生活を守るフェアトレードの重要性などを

考え直してもらいました。（21）

以上のような活動は、ただ話を聞くだけ、

観るだけではなく、体験と感動を同時に与

えることで人の心をより深く揺さぶること

ができます。（22）

最初に見てもらった映像は、これを実際

に実践したものです。おそらく、ただアップ

ルパイだけを見ても心に残るものは何もな

かったでしょう。しかし、この動画を見ても

らうことによって、何らかの感想を持って

いただき、心に残るものがあったと思いま

す。そこで、その効果を青森県産品のＰＲに

用いることができればと考えました。

例えば、りんごを具体例に考えます。まず

りんご農家の苦労や努力、情熱をまとめた

ドキュメンタリー映像を作ります。そして

この映像を見てもらうのですが、その時、実

際に作ったりんごも一緒に食べてもらいま

す。これにより、りんご農家の苦労やありが

たみを一緒に感じ、県産品に誇りを持って

もらうことができると考えました。（23） 

これはりんごでなくても行うことができ

ます。例えば長いもやにんにくなど、あらゆ

る特産品でも行うことができます。また、今

現在、特産品でなくても、これから伸ばして

いきたい県産品のＰＲにも利用することが

できます。（24）
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具体的にどのようなことを行えばより効

果が出るか、考えてみました。（25）

私たちは学校で講演会や勉強会として実

施するのが効果的だと考えました。中高生

のうちに県産品への愛着を強めておけば、

県外へ進学、就職したとしても県産品を選

んでもらえると考えたからです。しかし、学

校に限らず大人の方々の集まりでも実施は

可能だと思いますし、子ども会のイベント

としても実施は可能だと思います。（26）

次に、このアクションを行う上で協力を

お願いしたいパートナーも考えてみまし

た。（27）

まず映像の主役となる農家や漁師の方々

の協力です。インタビューに答えてもらっ

たり、仕事の様子を取材させてもらったり

します。

 次に県内の学校です。授業時間をある程

度確保したい進学校での実施は難しいかも

しれません。

最後に映像制作会社です。ドキュメンタ

リー映像は、ある一定のクオリティがなけ

れば共感は難しいと思います。そこで、ここ

はプロの手を借りて制作する必要があると

考えました。（28）
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続いて私たち高校生の役割です。（29）

まず始めに映像制作に対する補助です。

例えばインタビュアー役として映像に出演

をしたり、私たち高校生が一次産業につい

て調べたことを映像制作会社に提案したり

することはできると思います。 

次に、この活動のＰＲです。ＳＮＳ等のネ 

ットワークを利用し、予告編やメーキング

映像などを公開することによって、この活

動の認知度を高めることができると思いま

す。

そして、この活動を実際に講演会として

実施する際のボランティア活動もできると

思います。中学校で講演会をする時のボラ

ンティアです。平日であれば難しいかもし

れませんが、土日であれば可能であると思

います。（30）

アクションを実行するためには問題点も

発生します。（31） 

まず費用面です。映像制作費や実際に講

演会を行うための費用、特産品を配布する

ための費用など、ある程度まとまった費用

が必要であり、それがいくらくらいになる

のか、私たちにも想像がつきません。おそら

くたくさん必要だと考えます。

 次に一次産業従事者の協力が得られるか

ということです。時間と手間をとってもら

うことになりますから、負担が大きくなる

ことでしょう。

 最後に食品の無料提供について、衛生上

可能なものかどうか、手間をいかに省くか

などの問題があります。（32）
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最後にまとめです。（33）

今まで説明したアクションにより、繰り

返しになりますが、一次産業従事者や青森

県産品について知り、誇りを持つことがこ

のアクションの目的です。まずは県内でア

クションを行い、将来的には県外、海外の活

動でも用いることができればさらなるＰＲ

につながると思います。（34）（35）
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【質 疑】 

●山口
やまぐち

 多喜二
た き じ

議員（自由民主党） 

（山口議員） 

 それではさっそく１つ目の質問をします。高校生向けの一次産業のＰＲアクションをご提案をいただきま

したが、この提案をしようとお考えになった背景について、詳しくお伺いをいたします。

（回答） 

お答えします。私たちがこのアクションを考える上で、様々な地域や職業の方々とワークショップを行った

時に、青森に誇れるものを聞いたら、「美味しいものがたくさんある」ということだったので、一次産業をＰ

Ｒすればいいんじゃないかなと思いました。 

（山口議員） 

素晴らしいご提案をいただいたわけですけれども、ぜひ、このことが現実になるように、しっかりと研究を

していただきたいと、そういうふうに思っております。

 それでは２つ目の質問に入りますが、提案を実現するために行政機関や県内各高校等の協力をお願いしたい

とのことでしたが、どういった役割を期待しているのか、お伺いをいたします。

（回答） 

お答えします。行政機関は資金の援助や組織化の役割をお願いしたいと思います。また、学校等は、活動を

行う場所としての役割を考えております。

（山口議員） 

 先ほどからこのＰＲアクションを拝見しておりますけれども、素晴らしいなと、そういうふうに思っており

ます。ぜひ、皆さんの力でこの素晴らしい青森県を、３方を海に囲まれて、海の幸も山の幸も素晴らしい、景

色もいい、この素晴らしい青森県をもっともっと活性化させて、次世代にしっかりと受け継いでいただきた

い。こういうふうにお願いを申し上げて、期待を申し上げて、質問を終わります。
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●松田
ま つ た

 勝
まさる

議員（日本共産党） 

（松田議員） 

先ほどは美味しいアップルパイまでいただきましてありがとうございます。

 私の方から２点、質問させていただきたいと思います。予めいただいた提案の文章の中には、海外向けのＰ

Ｒについても触れていると思います。海外派遣だとか、受け入れの際に実施していきたいというふうに述べて

おりますけれども、具体的にはどういった場面で実施することを考えていらっしゃるのか、お伺いします。

（回答） 

お答えします。海外派遣の際は、青森県産品とビデオを持って、海外派遣に行った際に自分の街の魅力を広

めることができると思います。また受け入れの際は、青森県産品とビデオを用意して、自分の住む街の魅力を

同じようにＰＲすることができると思います。 

（松田議員） 

もう１つ、高校生の立場からの役割として、映像制作会社の方々の取材について、高校生の視点から話を聞

かせてもらうというふうに述べておりますけれども、実際に皆さんが取材に行くとした場合、一次産業の方々

からどういったお話を聞きたいと考えていらっしゃるのか、お伺いします。

（回答） 

お答えします。私たちは１日のスケジュールや年収、やりがいなどをインタビューしたいと思っています。 

（松田議員） 

 今日は発表の中で、青森県のりんごのお話が出ておりましたけれども、単にりんごを販売するというだけじ

ゃなくて、その生産者のご苦労や情熱というものも伝えていきたいと、そういう皆さんのお気持ちが伝わって

きて、大変嬉しく思いました。

 いろんな場面を通じて、青森県民としての誇りをぜひ培って、将来に大きく羽ばたいていただきたいという

ことを要望して終わります。

－ 34 － 


	空白ページ

